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「
町
史
編
纂
を
通
し
て
、
地

方
の
時
代
の
到
来
を
予
感
。

岩
代
の
豊
か
な
自
然
が
一
番

の
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
」

～
松
本
誠
一
さ
ん

旧
岩
代
町
時
代
に
町
史
編
纂
係
長

と
し
て
町
史
全
四
巻
の
完
成
に
尽
力

し
、
現
在
は
二
本
松
市
文
化
財
保
護

審
議
会
会
長
を
務
め
る
松
本
誠
一
さ

ん
を
訪
問
。
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

苦
心
談
を
は
じ
め
、
松
本
さ
ん
が
改

め
て
感
じ
る
岩
代
の
魅
力
や
未
来
へ

の
展
望
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

Ｑ

当
時
の
心
境
や
思
い
出
は
？

岩
代
町
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た

当
時
、
町
史
編
纂
の
責
任
者
と
し
て

任
命
さ
れ
た
こ
と

は
、
ま
さ
に
晴
天

の
霹
靂
で
し
た
。

「
歴
史
に
詳
し
く

も
な
い
自
分
が
な

ぜ
？
」
と
狐
に
つ

ま
ま
れ
た
よ
う
な

気
持
ち
で
し
た
。

当
初
は
途
方
に

暮
れ
ま
し
た
が
、
歴
史
に
詳
し
い
先

生
や
県
職
員
の
方
の
紹
介
を
受
け
、

福
島
大
学
の
故
小
林
清
治
先
生
を
監

修
者
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
動
き
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
の
推

薦
す
る
歴
史
家
十
六
名
に
執
筆
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
町
史
づ
く

り
に
希
望
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。

様
々
な
障
害
や
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
。
古
文
書
が
読
め
な
い
た
め
に
、

自
宅
で
深
夜
ま
で
古
文
書
辞
典
を
片

手
に
格
闘
し
ま
し
た
。
多
忙
で
筆
が

進
ま
な
い
先
生
を
駅
で
待
っ
て
自
宅

へ
送
迎
し
、
原
稿
が
上
が
る
ま
で
待

つ
と
い
う
押
し
か
け
生
活
を
一
カ
月

続
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

松本さんに聞いてみました

岩代町史の特徴とは？

※市WEBではカラー刷「かわら版」を掲載中。⋘二本松市岩代集落支援員だより⋙と検索又は上の題字下QRコードにアクセス下さい。

Ｑ

岩
代
の
魅
力
や
未
来
は
？

通
史
の
最
終
章
に
も
「
二
十
一
世

紀
へ
の
飛
躍
」
と
し
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
豊
か
な
自
然
こ

そ
が
岩
代
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

岩
代
の
自
然
や
人
に
惹
か
れ
、
市
外

か
ら
訪
れ
る
交
流
人
口
を
増
や
す
こ

と
が
岩
代
の
未
来
を
開
く
た
め
の
一

つ
の
鍵
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松本さんに岩代町史1～４巻の特徴や魅力を
分かりやすく解説していただきました。

★「岩代町史１巻」(通史)
★「岩代町史２巻」(原始・古代・中世・近世)
★「岩代町史３巻」(近代・現代)
★「岩代町史４巻」(民俗・旧町村沿革)

▶4巻は在庫切れ。1巻～3
巻は1冊5300円～5400円で
購入可能。連絡は本庁文化
課☎0243－55－5154まで

▲松本誠一さん「沢山の人との出会いは、人生の大
きな1ページであり、感謝の気持ちでいっぱいです」

「岩代町史は4巻、3巻、2巻、1巻の順に刊行されま
した。４巻は小浜、新殿、旭、太田など旧町村の歴
史をはじめ、生活習慣や伝統的な年中行事がまとめ
られています。3巻、2巻はどちらも資料編となり、
読み解くのは難解ですが、貴重な文書が集められて
います。最後に完成した1巻は、岩代の自然をはじめ
原始・古代・中世・近世・近代・現代と全体の歴史
がまとめられ、誰にで
も読みやすい内容にな
っています」。

▼自宅の崖の上で栽
培している蝦夷こご
みの畑。「繁殖力も
強く長期間採れるの
で岩代の特産物にし
ては？」と松本さん

～
集
落
支
援
員
だ
よ
り

個
人
的
な
抱
負
と
し
て
は
、
難
解

と
さ
れ
る
資
料
編
２
巻
、
３
巻
を
興

味
の
あ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
読
み
解

け
る
機
会
が
も
て
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

か
つ
て
自
分
が
町
史
編
纂
を
通
し

て
得
た
知
識
や
情
報
を
一
人
で
も
多

く
の
人
に
受
け
継
い
で
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
人

生
の
大
き
な

喜
び
に
な
る

と
感
じ
て
い

ま
す
。

十
二
年
の
期
間
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。

同
僚
が
役
職
に
就
く
の
を
見
て
焦
り

も
感
じ
ま
し
た
し
、
内
心
割
り
切
れ

な
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
で

自
分
を
任
命
し
た
当
時
の
町
長
か
ら

「
松
本
君
ご
苦
労
さ
ん
。
あ
ん
た
で

な
い
と
で
ぎ
な
が
っ
た
な
」
と
労
い

の
声
を
か
け
ら
れ
、
一
瞬
に
し
て
わ

だ
か
ま
り
が
消
え
た
ん
で
す
（
笑
）
。

Ｑ

完
成
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

町
史
全
四
巻
の
完
成
ま
で
、
実
に
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蜂
蜜
「
あ
い
さ
つ
坂
」

ビ
ン
詰
め
見
学
に
う
か
が
い
ま
し
た

◀写真右が百花蜜、
左がくりの蜂蜜。
くりは最後にほの
かな香ばしさが残
り、独特な味わい

創立50周年＆今までありがとう

安達東高校特集④

▲畜産コース２年生の佐藤さん（右）と
新藤さん（左）が案内してくれました

安
達
東
高
校
を
訪
問
し
、

蜂
蜜
「
あ
い
さ
つ
坂
」
の

ビ
ン
詰
め
見
学
、
さ
ら
に

蜂
蜜
の
種
類
や
特
徴
に
つ

い
て
取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私たち安達東高校の
２年生が作った蜂蜜。

道の駅「安達」で
販売中です！

◀竹炭と松ぼっくり、
貝殻、木の実、ドラ
イフラワーを飾りつ
けアート作品をつく
る時間もあり、皆さ
ん楽しい様子でした

蜂蜜を抽出します。
手動で回す際に蜂の
巣を壊トです！

▶竹を4時間程度
火で焼いた後、
一晩空気を遮断
した状態で放置。
翌日の朝に、竹
炭を取り出しま
した

▲集落支援員が竹炭づくりの工程や活用法を説明

第45回、福島民報出版文化賞の受
賞作が決まり、百目木在住の日下部
善己さん著『ふくしまの地域社会を
活かす人びと～陸奥『塩松（しおの
まつ）領石川分」の成立と展開～』
（歴史春秋社発行、定価2,750円）が
正賞に輝きました。「地域の歴史を
次世代につなぎたい」という思いか
ら半世紀以上の研究の論文や講演内
容を再編したもの。「地域史研究の
意義と楽しさを伝える一冊」として
高く評価されました。日下部さん、
おめでとうございます。

「竹の利活用について
一緒に考えませんか？」
～自治会随時、募集中～

「少子高齢化社会の中で、農地・
山林等の整備が行き届かない中、
農地への侵蝕、降雪時の道路通
行に支障をきたす竹が邪魔な存
在になっています。そんな竹の
利活用を調べた結果、

★竹あかりへの利用
★竹炭として利用
★竹チップ・粉末として利用

といった活用事例が浮かびあがっ
てきました。他にも全国には竹ハ
ウスの制作に取り組んでいる事例
もあります。興味のある方は、下
記までご連絡ください。

＜岩代支所 集落支援員＞
安斎・桑原・菅野まで

☎０２４３－６５－２７７７

集
落
支
援
員
・
活
動
報
告

集落支援員から
のメッセージ

★タイムスケジュール★

10:00 集落支援員自己紹介
竹再利用・竹炭づくり
の工程説明

10:20 竹炭づくり実演
（公民館裏庭にて）

11:00 作品づくり

11:45 講習会終了・松ぼっ
くり炭の取り出し

14:00 火入れ終了
～一晩、空気遮断～

翌10:00 竹炭取り出し

～岩代公民館主催の高齢者学級～

「竹炭と花炭でつくるアート」講習会で
集落支援員が講師を務めました

去
る
六
月
十
四
日
、
岩
代
公

民
館
に
て
竹
炭
づ
く
り
実
演
の

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
集
落

支
援
員
の
二
名
が
講
師
を
務
め

ま
し
た
。
当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
受

講
生
は
二
十
五
名
。
「
初
め
て

炭
づ
く
り
を
見
た
」
「
昔
、
体

験
し
た
こ
と
が
あ
り
懐
か
し
い
」

等
、
様
々
な
声
が
寄
せ
ら
れ
、

皆
さ
ん
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

～蜂蜜メニュー～
＜はるのそよかぜシリーズ＞
★さくら ★りんご
★藤の花 ★くり
★百花蜜（初夏はくり、そ
の後はクローバーがメイン）

＜あきの夕暮れシリーズ＞

★百花蜜（アレチウリがメ
イン）
※秋にはりんごジュースを
蜜源とした「おにばばのな
みだ」も製造します！

▲秤の上にビンを置い
て内容量90グラムを計
りながら瓶詰めします

※地域の話題がありましたら、岩代地域集落支援員 電話６５－２７７７ までご連絡ください。

民放
日下部善己さんの著書が

民報出版文化賞正賞
に輝きました！


